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一人暮らし高齢者・
　　  障がいのある方に向けた「希望の旅」

令和３年度

　令和３年度一人暮らし高齢者・障がいのある方に向け
た「希望の旅」を１１月２２日・２４日・２６日に開催
し、およそ６０人の皆さんにご参加いただきました。
　今年も昨年同様、新型コロナ感染予防のためバスハイ
クは中止し、やすらぎ荘大ホールにて交流会を行いまし
た。今回は、２団体の演芸ボランティアさんにご協力い
ただき、マリンバやハーモニカの演奏、紙芝居・皿回し・
南京玉すだれなどの演目を楽しく見させていただきま
した。

　「コロナの影響で外出する機会が少なくなっているから、今回の希望の
旅は良い機会になった」との声もお聞きしました。久しぶりに皆さんとお
顔を合わせての交流や新しいつながりの場となった他、互いに支え合う姿
も見られとても有意義な時間になりました。ご協力いただいたボランティ
アさん、民生児童委員の皆さん、ありがとうございました。

赤い羽根共同募金配分金事業
　赤い羽根共同募金の募金活動へのご協力をありがとう
ございます。
　さて、赤い羽根共同募金では、子どもたちに向けての
福祉学習を行い、誰もが住み慣れた地域で暮らしていけ
る社会について考えていただく機会を設けています。
　１月２０日には、高森中学校の地域応援隊の皆さんを
対象に認知症養成講座を実施します。
　また、コロナ禍にあっての事業として、昨年に引き続
き小中学校・保育園へのアルコール、ひとり親家庭福祉
金に合わせた生活用品の配布を民生委員の皆さんにご協
力いただきました。
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食品寄贈ありがとうございます。
　高森町社協では、コロナ禍で家計に深刻な影響が出ているご家庭が増
えていることから、町内のファミリーマート様のご協力によるファミマ
フードドライブを10月22日から開始し、食料支援を行っています。
　皆さんのご協力により、お米３５０㎏・りんご１００㎏・カップラー
メン・レトルトカレー・切り餅・缶詰などさまざまな食品の寄贈と寄付
金をいただきました。

　寄贈いただきました
食品は、必要な方への
支援のほか、フードパ
ントリーを通じて配布
をさせていただき、第
１回目は６０人、第２回目は２０人ほどの方がいらしてく
ださいました。
　なお、第３回目を１月２９日（土）に予定しています。
　引き続き、寄贈受付を行っておりますので、ご支援ご協
力をお願いします。

　いきいき倶楽部では、
３本の水引の束を三つ編
みにしてリース状にした
ものに、折り紙で作った
紅白の梅の花・千代紙の
幣束に見立てたものを貼
り付けたお正月飾りを作
製しました。
　「三つ編みが難しい」と大変な様子もありました
が、水引の組み合わせや編み方の違いで、それぞれ
個性の現れた飾りが完成しました。

お正月飾り入浴装置が
新しくなりました

　デイサービスセンターやすらぎ荘には、通常の浴槽の
ほかに、お身体の状態に合わせて入浴できる浴槽があり
ます。
　そのうちの一つに、いすに座った状態で入浴できる浴
槽がありますが、平成１５年から使用しており、装置の
安全性を考慮し、新しくすることとなりました。
　１２月１日に設置された浴槽はペールオレンジで、浴
室全体が明るく華やかな印象となりました。
　翌２日から新しい浴槽での入浴が開始となり、早速入
浴されたご利用
者様からは、「細
かい泡が出て来
て、効く感じが
する」「気持ち
良くなった」と
いった感想をい
ただきました。
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